
 

 

－1－ 

  

 
 

 タカ ラ コウ ヤ 

氏名（生年月日） 髙 良 幸 哉 （1984年 9月 3日） 

学 位 の 種 類 博士(法学） 

学 位 記 番 号 法博甲第 119号 

学位授与の日付 2017年 3月 16日 

学位授与の要件 中央大学学位規則第 4条第 1項 

学 位 論 文 題 目 サイバーポルノと児童ポルノの研究 

―保護法益・規制目的からの考察― 

論 文 審 査 委 員 主査 只木 誠 

 副査 鈴木 彰雄・曲田 統 

内容の要旨及び審査の結果の要旨 

Ⅰ．論文の主題と構成 

 

 髙良幸哉氏より提出された博士学位（甲）請求論文「サイバーポルノと児童ポルノの研究―保護

法益・規制目的からの考察―」の構成は以下の通りである。 

 

第 1編サイバー犯罪総論 

第一章．はじめに 

第二章．サイバー犯罪 

Ⅰ．サイバー犯罪とは 

Ⅱ．我が国におけるサイバー犯罪対策の概要 

Ⅲ．サイバー犯罪に対する国際的対応 

Ⅳ．客体としての情報 

Ⅴ．小括 

第三章．ネットワーク犯罪における三者 

Ⅰ．ネットワーク利用犯罪と従来の犯罪 

Ⅱ．情報提供者 

1．諸外国の対応 

2．我が国の状況 

Ⅲ．情報の受領 

1．受領者の可罰性 

2．情報の閲覧の技術的側面 

〔 〕 1198 



 

 

－2－ 

  

3．情報の調達と保管 

Ⅳ．インフラ、情報ツール提供者の幇助をめぐる問題 

1．ソフトウェア開発者による幇助 

2．ISPの責任 

Ⅴ．小括 

 

第 2編サイバーポルノと児童ポルノの受領 

第四章．サイバー犯罪としてのポルノグラフィ 

Ⅰ．我が国におけるサイバーポルノをめぐる状況 

1．議論の沿革 

2．サイバーポルノ判例 

3．理論状況 

Ⅲ．ドイツにおけるインターネット上のポルノグラフィ犯罪の現状 

1．立法状況 

2．ドイツの判例状況 

3．ドイツにおける児童ポルノ規制について 

Ⅳ．検討 

1．行為態様をめぐる問題 

2．場所適用範囲 

3．ポルノグラフィと ISP 

Ⅴ.小括 

第五章．児童ポルノを受領する行為 

Ⅰ．問題意識 

Ⅱ．受領行為の類型 

1．総論 

2．児童ポルノ受領行為にかかる行為類型 

3．児童ポルノ受領行為類型と ICT技術的問題 

4．小括 

Ⅲ．ドイツにおける受領行為をめぐる議論 

1．2015年改正 

2．受領行為類型をめぐる問題 

3．複製行為と所持罪 

4．小括 

Ⅳ.我が国における受領行為処罰の検討 

1．提供者側の受領行為 
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2．受領者側の受領行為 

3．クラウド等における保管 

Ⅴ．小括 

 

第 3編児童ポルノ規制の正当化 

第六章．児童の虐待と単純所持規制 

Ⅰ．問題意識 

Ⅱ．ドイツにおける児童ポルノ法制 

1．児童ポルノ条項に関する改正状況 

2．児童に対する性的「虐待」規制と保護法益 

3．単純所持の可罰性 

Ⅲ．児童ポルノ単純所持規制に関する我が国の現状と課題 

1．単純所持をめぐる立法状況 

2．我が国の児童ポルノ単純所持規制をめぐる問題点 

3．児童ポルノ単純所持規制に関する考察 

Ⅳ．小括 

第七章．児童ポルノ性に関して 

Ⅰ．問題意識 

Ⅱ．我が国における児童ポルノ性をめぐる議論状況 

1．児童ポルノ法上の児童ポルノの定義について 

2．児童ポルノ性をめぐる議論状況 

3．児童ポルノ性をめぐる判例状況 

Ⅲ．児童ポルノ性についての国際的動向 

1．児童の実在性 

2．ドイツにおける児童ポルノ性 

Ⅳ．児童ポルノ性に関する試論 

Ⅴ．小括 

第八章．児童ポルノ規制の保護法益と規制目的 

Ⅰ．問題意識 

Ⅱ．保護法益 

1．総論 

2．我が国の実務状況 

3．「児童の保護」の内容 

4．個人的法益か社会的法益か 

5．模倣説と市場説 
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Ⅲ．具体的事案の解決 

1．単純所持罪 

2．仮想児童ポルノ 

Ⅳ．小括 

第九章．おわりに 

 

Ⅱ．本論文の概要 

 

1．はじめに 

 本稿は、新たに生じた法的問題に対処する手段をサイバー犯罪、児童ポルノ犯罪に関する検討を

通して考察するものである。サイバー犯罪は、ICT（Information and Communication Technology：

「情報通信技術」）の進歩に伴って現れた比較的新しい様態の犯罪分野である。新たな法的問題の解

決においては、第一に従来の法解釈のもとで解決可能かが検討され、必要に応じた法改正がなされ

てきたところ、その対応はどうしても対症療法的なものとならざるを得ず、従来の法解釈との齟齬

や解決困難な法の間隙が生じることも少なくないといえよう。刑事法的分野の問題を超えて、情報

通信技術的な観点についての検討が十分とはいえないのではないかとの疑念をぬぐい得ない条文の

文言も見られる。そのため、新たな法律の解釈においては、現在の条文の解釈を基礎に、立法者の

意思をふまえ、法の保護法益や規制目的に立ち帰り、規制の正当化の可否や規制範囲の確定を行う

必要がある。この点に関し、サイバー犯罪、児童ポルノ犯罪に関する検討は有意な示唆を与えるも

のであり、サイバーポルノといった分野に限らず、今後生じるであろう新たな法領域に関する検討

を行う上で参考となるものと考える。筆者は、このように本論文の背景を説明し、問題点を総括し

ている。 

 本稿は、このような観点のもと、第 1 編においてサイバー犯罪の全体像を明らかにし、第 2 編に

おいてサイバーポルノ犯罪に関する従来の議論を整理し、第 3 編において、サイバーポルノとして

も議論になる児童ポルノ犯罪に関して、単純所持規制、仮想児童ポルノ規制に関する考察を中心に、

保護法益と規制目的の観点から検討を加えるものである。本論として連番をもって構成した第二章

から第八章までの内容は以下の通りである。 

 

2．サイバー犯罪（第二章） 

 第 1編第二章において、筆者は、サイバー犯罪の概要について論じる。 

 サイバー犯罪とはサイバースペースを介してなされる犯罪であり、コンピュータに対する、ある

いはコンピュータを利用した犯罪、ネットワークを介してなされる犯罪、不正アクセス犯罪に分類

することができ、国際的・国内的に種々の対応がなされている。とりわけその比重が大きいのはネ

ットワーク犯罪である。そして、現在客体としての情報の重要性は増しており、情報の利用の観点

から個人情報保護法・マイナンバー法などで保護客体とされており、ビッグデータの利用をふまえ
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た立法がなされている。情報の客体性の問題については、我が国の通説的見解はこれを否定してお

り、情報の客体性の問題はポルノグラフィ犯罪において顕著に表れている。 

 

3．ネットワーク犯罪における三者（第三章） 

 第三章において筆者は、ネットワーク犯罪に関与する情報提供者、情報受領者、情報インフラ・

ソフトウェア提供者の行為について分析する。 

 個々のコンピュータや個々のネットワークを結びつけるネットワークの存在により、法益侵害の

場が拡大しており、筆者は、ICT の観点、法益侵害性の観点を合わせ、従来の犯罪の行為態様との

比較検討が必要であるとする。ネットワーク犯罪に関与する三者のうち、情報提供者の行為として

は、わいせつ物・児童ポルノ関連犯罪における提供等が代表的なものであり、従来、ネットワーク

犯罪における規制対象は情報提供者が中心であった。現在、児童ポルノ規制との関係で、ドイツ・

アメリカ合衆国において、種々の法規制、判例が登場しているほか、我が国においても、立法、実

務上の種々の対応がなされている。次に、情報受領者の行為については、近時規制が進んでいる領

域であるが、情報技術的側面に着目すると、違法情報にかかるキャッシュの保存の問題、情報の配

信形式による法的問題が存する。インターネット上の動画を閲覧する行為においては、その技術的

問題で、ダウンロードを予定する HTTP形式、情報の保存性を伴わないライブストリーミング、受領

者のコンピュータへの保存を伴わないストリーミングによる動画配信、ストリーミング配信とされ

るが再生可能な情報のダウンロードを伴う疑似的ストリーミング配信などに分類できるが、それぞ

れの配信形式について技術上それぞれ異なる法的理解が可能であり、筆者は、この点をふまえてい

ない現行の法制度には不備があると指摘する。また、情報インフラ・ソフトウェア提供者の行為に

関して、まず、ソフトウェア開発者の行為については、技術的有意性があるとはいえるが、ネット

ワーク利用犯罪の幇助についても、その構造は従来型の中立的行為による幇助の事案と変わらず、

従来の法の枠組みの中で考慮すべき問題であるとする。また、ISP（インターネットサービスプロバ

イダ）に違法情報のブロッキング義務を課すなど、その義務や責任に関して考察するためには、通

信の秘密といった憲法上の権利の保障との関係で問題が生じることから、緊急避難等による正当化

を要する、としている。 

 

4．サイバー犯罪としてのポルノグラフィ（第四章） 

 第 2編は、サイバーポルノを扱っている。 

 まず、第四章において、筆者は、サイバーポルノに関し、我が国及びドイツの議論状況を概観す

る。 

 サイバーポルノ提供に関する行為態様のうち、ネットワークを介したわいせつ物犯罪と公然わい

せつ罪の区別については、わいせつ情報の伝播性を基礎づける当該情報の固定性によってなされる

のであって、175 条の有体物性を維持するハードディスク説を基礎に、記憶媒体への保存を伴う場

合がわいせつ物犯罪であり、ウェブチャットのような保存性を伴わない場合が公然わいせつ罪であ
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ると筆者は説明する。また、インターネットを介した公然陳列と頒布の区別は、相手方の受領への

情報提供者の関与の度合いによって区別することができ、情報受領者における情報の保存について

受領者の行為に依存する場合であれば公然陳列行為であり、受領者方への情報の到達にまで情報提

供者が積極的に関与している場合が頒布行為に当たるとしている。そのほか、サイバーポルノの提

供等に関しては海外サーバへのアップロードの場合などで、場所的適用範囲が問題となるが、これ

についてはサイバーポルノが国内において閲覧されるのであれば法益侵害性は高いのであり、遍在

主義を採り、法的に解釈可能な範囲において行為を捕捉できるのであれば、我が国の刑事法の適用

は可能である。また、ネットワークという「場」を提供する ISP の責任に関して、その児童ポルノ

サイトのブロッキングについては、児童の人格権は児童ポルノの提供者のプライバシーに劣後する

ものではなく、緊急避難による正当化の可能性はあるが、他に採りうる有効な手段があれば、補充

性を満たさず正当化できないと考えられる、としている。 

 

5．児童ポルノを受領する行為（第五章） 

 以上のサイバー犯罪に関する問題を前提として、第五章において筆者は、児童ポルノの受領行為

について分析する。 

 児童ポルノは、サイバーポルノとしてその伝播性が増しており、児童ポルノの流通を撲滅するた

めには、情報の提供者のみならずその必要的共犯として存在する児童ポルノの受領者行為について

も規制する必要性が生じており、この点、我が国においても 2014年児童ポルノ法改正によって規定

された児童ポルノの単純所持罪にその具体化の一部がみられるところである。本章において、筆者

は、児童ポルノの受領者行為について、提供者側受領行為と受領者側受領行為とに分類する。提供

者側受領行為については、その後の提供・公然陳列の予備的行為として、それを目的とする場合に

ついては可罰的であるが、複製目的で児童ポルノを所持していた場合には「自己の性的好奇心を満

たす目的」がないため可罰的ではなくなり、可罰的である受領者の単純所持罪との整合性に問題が

生じるとし、また、受領者側受領行為については、さらに市場への参加を伴う調達・購入行為であ

る動的受領行為と、市場への参加のない所持状態である静的受領行為に分類できるが、その可罰性

については単純所持罪の可罰性との関係で保護目的・保護法益的観点からの検討が必要であるとし

ている。受領者行為と関連して、クラウドの問題と児童ポルノの保管については、他者のサーバ上

のクラウドストレージに児童ポルノを保管した場合にも事実上の支配があり、児童ポルノの所持罪

は成立するが、当該情報のアクセス権限を不特定多数の者に公開した場合、公然陳列の対象となり

うるとする。 

 

6．児童の虐待と単純所持規制（第六章） 

 第三編は、児童ポルノ規制をめぐる問題を扱っている。 

 第六章において、筆者は、児童ポルノの単純所持罪について、児童虐待規制の保護法益と、児童

ポルノ規制の規制目的の観点から論じる。 
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 ドイツにおけるポルノグラフィ規制についてみると、児童ポルノ規制の保護法益は児童に対する

性的虐待の防止を定めたドイツ刑法 176 条等における保護法益とその基礎を同じくしており、児童

の性的自己決定能力の獲得に至る心身の総合的成長の保護に求められる。そのため、176 条の性的

虐待罪の成立の可否は児童に対する法益侵害性の有無により判断される。そしてドイツにおける所

持罪については、調達行為の受け皿規定として規定されており、その前段階の調達行為が把握でき

ない場合に処罰される。キャッシュデータの保存についても、その後の検索可能性があり、調達行

為に結びつくものであるから可罰的であるとする。 

 そして、児童ポルノの単純所持罪の規制目的は、児童ポルノ規制の基本思想である児童ポルノ市

場を撲滅、一掃することに求めることができ、児童からの性的搾取を防止することを基礎とし、児

童ポルノ市場に影響を与える行為がのちの児童ポルノ製造による児童虐待を誘発するという、調達

行為の違法性によって基礎づけられるとする。購入を伴わない無料の調達行為であっても、製造者

に消費者の需要を伝えることで違法性が観念できる。我が国においても、「自己の性的好奇心を満

たす目的」という行為者の内心に処罰根拠を求めない筆者の立場に立てば、その取得が適法になさ

れた場合については、単純所持罪の可罰性を基礎づけることはできない。かかる解釈については、3

条の 2 の「みだりに」との文言の解釈、自らの意思による所持（故意犯）のみが処罰対象であるこ

とに求めることができるとする。 

 

7．児童ポルノ性に関して（第七章） 

 第七章においては、筆者は、実在しない児童を描写した創作物（仮想児童ポルノ）における児童

ポルノ性について検討を行う。 

 児童ポルノの内容規制について、合衆国において Ashcroft v. Free Speech Coalition において、

「実在しない児童を描写するポルノの禁止は、正に表現の内容そのものを規制するものであるにもか

かわらず、これを正当化する程度の重大な利益が見当たらない」として仮想児童を扱った児童ポル

ノの規制が違憲とされた。また、外形上の規制について、イギリスにおいては、「写真または写真

のように見える画像」の児童ポルノについて「写真性」要件が要求され、ドイツでは、児童ポルノ

の単純製造罪においては「現実の事象」の描写、児童ポルノの他人のための調達・所持、自己調達・

単純所持において、現実の事象の描写であるか、あるいは、現実に近い事象描写であるかが判断の

基準となるとしている。 

 ドイツにおける児童ポルノ性の議論をめぐっては、文字による記述を「現実の」あるいは「事実

に近い」事象を再現したものであるとすることには賛同できないとする BGHSt 58, 197 が存する。

ただし、ドイツ刑法 184b条 1項にいう頒布・公然陳列・製造については、仮想の児童ポルノがその

規制対象となっており、これには、児童ポルノの消費者による児童虐待の模倣の防止にその根拠が

あるのであり、また、人格権説（一部他説－市場－を併用しつつ）は児童の人格権および尊厳の保

護を、模倣説は消費者による児童ポルノの模倣による児童への性的虐待の誘発の防止を、市場説は

市場を介した提供者による製造に伴う児童への性的虐待の誘発を、それぞれ規制目的とするもので
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あると筆者は説明する。これを我が国において考えるに、筆者は、児童ポルノ規制において模倣の

危険という観点についていえば、児童ポルノの消費と児童に対する性犯罪の間の相関関係は明らか

ではなく、消費者の性的嗜好を根拠とした心情処罰を防ぐためには、市場説が支持されるべきであ

るとするが、ただし、市場説については、仮想児童ポルノと現実の児童を描写した児童ポルノでは

市場が異なるのではないかとの批判が可能であろう、としている。 

 

8．児童ポルノ規制の保護法益と規制目的（第八章） 

 第八章において、筆者は、第六章・第七章をふまえ、児童ポルノ規制の保護法益に関して検討を

行っている。 

 我が国の立法、判例実務においては被写体児童の個人的法益が判断の基軸におかれ、判例実務は、

加えて、児童一般の保護、社会的風潮の保護をその保護法益に含めているとされている。児童の保

護の内容については、性的自己決定権の保護に向けられているのであり、それを導き出す人格権・

人間の尊厳が保護法益であって、心身ともに未熟な児童の性的自己決定能力の獲得を含めた児童の

総合的成長がその保護の目的におかれる。そして、ここでいう保護されるべき児童に関しては、児

童ポルノ単純所持罪の成立により、現行法にいう具体的被写体児童の保護という個人的法益の観点

からのみの解釈においては限界が生じており、将来の児童という抽象化された個人的法益である一

般児童の保護をも含める必要が存する。そのため、児童ポルノ規制は、一次的には被写体児童とい

う個人的法益、二次的には将来の児童という個人的法益を保護法益としており、ともに児童の人格

権・児童の尊厳の保護に向けられるのであると、筆者はする。そして、続けて、筆者は、提供者側

受領行為については、その後の提供・公然陳列の予備的行為として、それを目的とする場合につい

ては可罰的であるが、上述のように、複製目的で児童ポルノを所持していた場合には可罰的ではな

くなり、可罰的である受領者の単純所持罪との整合性に問題が生じる。ここでいう一般児童の保護

に関しては、模倣説と市場説における保護の目的の検討が必要であり、模倣説は虐待に結びつくこ

とが立証されていない、性的嗜好といった消費者の内心に処罰根拠を求めることになりかねず、心

情処罰に結びつくおそれがあり、全面的に支持することは難しく、市場説が支持されるべきである

として、試論を展開している。 

 以上の考察のもと、筆者は、具体的な事案の解決にあたって、市場説においては、単純所持罪に

ついて、静的所持状態を作出する調達行為の違法性によってその違法性が基礎づけられるとするの

であり、そこには、市場の活性化により将来被写体となる児童の人格権侵害が観念できるであろう

とする。そして、調達によって市場に影響を与えないような所持罪については、児童への侵害が観

念できないため、単純所持罪の成立が否定されるべきであるとし、我が国における将来的な立法と

しては、市場への影響の強い調達行為処罰型の規定に移行すべきであるとする。また、「実在性要

件」が要求されるため、現行の制度上、単純所持罪は処罰の対象とはならないが、将来的な立法に

おいても、実在の児童を描写した児童ポルノの市場を活性化させるとはいえない純粋な仮想児童ポ

ルノについては、市場を介した将来の児童への虐待の誘発が観念できないため、実在の児童を描写
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した児童ポルノの市場を活性化させる危険性を有し現実の児童と区別のつかない CG については処

罰対象とすべき余地があるものの、これを除いては規制対象とすべきではないとしている。 

 

Ⅲ．本論文の評価 

 

 以上が本稿の概要である。サイバー犯罪の概要とネットワーク犯罪における三者の意義を明らか

にし、サイバーポルノに関してその問題点を整理し、なかでも児童ポルノ受領行為について検討し、

その問題の延長線上にある児童虐待規制と単純所持規制をテーマとして児童ポルノ規制における

「児童ポルノ性」に焦点を当てて検討した本稿において、これらの考察を基礎として筆者が試みたの

は、児童ポルノ規制における保護法益とその規制の目的の明確化である。かかる観点に基づく検討

の結果明らかとなったこととして、児童ポルノに関する法規制の妥当性を考える際には、保護法益

と規制目的、そして行為者の権利に配慮し、将来的な立法を視野に入れた検討が必要であることが

結論づけられている。具体的には、児童ポルノ規制は、一次的には被写体児童という個人的法益、

二次的には将来の児童という個人的法益をその保護法益としており、ともに児童の人格権・児童の

尊厳の保護に向けられるものであるとする。これが筆者の基本的な視座であり、ドイツの学説の援

用に基づくものながら、そこにオリジナリティーをみることができる。 

 そして、児童ポルノ受領行為のうち、提供者側受領行為については、その後の提供・公然陳列の

予備的行為として、それを目的とする場合については可罰的であるが、複製目的で児童ポルノを所

持していた場合には「自己の性的好奇心を満たす目的」がないため可罰的ではなくなり、可罰的で

ある受領者の単純所持罪との整合性に問題が生じることから、市場を活性化させ市場への影響を見

て取ることができる場合であれば、単純所持を可罰的であるとすることができるとする。換言すれ

ば、児童ポルノの単純所持罪の規制目的は、児童ポルノ規制の基本思想である、児童の保護のため、

児童の性的搾取を防止するために、児童ポルノ市場を撲滅、一掃することに求めるべきとし、これ

は、児童ポルノ市場に影響を与える行為がのちの児童ポルノ製造による児童虐待を誘発するという、

調達行為の違法性によって基礎づけられるとしている。この点、筆者の主張は保護法益論から一貫

しており、その道筋に結論が導かれているといえよう。そして、立法論としては、単純所持ではな

く、取得行為に焦点を当てるべきであるとしている。児童ポルノ性についても、いわゆる人格権説

は、児童の人格権および尊厳の保護、模倣説は消費者による児童ポルノの模倣による児童への性的

虐待の誘発の防止、市場説は市場を介した提供者による製造に伴う児童への性的虐待の誘発をそれ

ぞれ規制目的とするものであるとするが、児童ポルノの消費と児童に対する性犯罪の間の相関関係

も明らかではなく、消費者の性的嗜好を根拠とした心情処罰を防ぐためには、市場説が支持される

べきであるとしている。 

 児童ポルノ規制は現在、規制目的等において議論はあるが、その保護法益は、やはり、児童の性

的自己決定権に向けられるのであって、終局的には児童の人格や尊厳といった人権論の根幹に位置

する人権を保護することに向けられている。かかる法益を侵害する行為については、将来の立法を
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視野に入れた規制に関する議論を進めるべきであるし、そうではない場合については、今後も規制

対象とすべきではないのである。以上のような、保護法益・規制目的を考慮し、現実の侵害性とい

った観点から法規制の妥当性を考察する筆者の手法には独創性があり、本稿で検討したサイバーポ

ルノ・児童ポルノ以外の法領域においても妥当するものであり、本稿は、今後生じる新たな法的問

題の解決にも資する視点を提供しているものと思われる。 

 とはいえ、本論文においては、以下にあげるような課題も認められるところである。 

 まず、本稿においては、比較法的検討に関する論述が若干少ないように思われる。例えば、本稿

の前段部分である第二章から第四章においては日本の法制度の分析紹介が中心となっており、情報

通信技術的問題との関係について検討している部分についてはやむを得ないものの、法的検討に関

する部分については、論述において、比較法的観点をより反映させることが望ましいといえよう。

サイバーポルノはいまや全世界的に存する事象、犯罪であるところ、英米に関する研究等をもう少

し参照することができていれば、本稿はより魅力的かつ説得的な論考となったであろう。また、第

四章までの総論部分と、とりわけ第七章以下の各論部分とのつながりがいまひとつ明確性に欠ける

ようであり、各論の初めにおいて児童ポルノの受領行為の諸態様を分類した意義を明確にするべき

であると思われる。また、これとの関係でいえることであるが、総論部分がやや総花的であって、

議論の深化が不十分な点が見受けられる。 

 そのほか、サイバー犯罪と人格権（名誉毀損）の問題、あるいは十分な考察を経ることなく議論

の前提とされている自己決定権の問題等を掘り下げ、本稿において行った法益論からの考察に加え

て、法的義務や責任の限定、法益の衡量による正当化といった観点からの総合的な考察、刑事政策

的観点からの分析など、求められるべき今後の課題は少なくない。 

 とはいえ、このような課題については、筆者も十分に自覚しているところであり、口述試験にお

いても一定の回答が用意されて、これらの課題を克服すべき道筋も示されており、本稿の評価を大

きく損なわせるものではないといえよう。ドイツの学説判例を詳細に紹介・検討し、サイバー犯罪

規制における基本的視点を保護法益論に求めて、児童ポルノ規制の保護法益を、一次的には被写体

児童という個人的法益、二次的には将来の児童という個人的法益として、ともに児童の人格権・児

童の尊厳の保護に向けられるとし、ここから児童ポルノにかかる諸犯罪の成立要件を導くという本

稿における筆者の手法にはオリジナリティーがあり、その主張も説得的で、立法論ともども、評価

に値するものと思われる。 

 

 

 

Ⅳ．結論 

 

 本稿は、我が国におけるインターネット犯罪についてその全体を概観するとともに、ICT に関す

る豊富な知識をもとに、特に近時の犯罪類型として刑事法上の規制の大きな課題となっている児童
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ポルノの問題について検討し、その保護されるべき法益についての議論を中心に試論を展開するも

のであり、最新の社会状況に即応した問題解決の糸口を提供する意欲的な論稿であるといえよう。 

 以上を総合的に判断するに、審査委員一同の意見として、この度髙良幸哉氏より提出された本論

文は博士（法学）の学位を授与するに値するものであると思料する次第である。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


